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「命洸（めいこう）」とは、
命が水のように沸き立ちきらめくさま。
大学祭の名称として学生が命名しました。
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　2018年度第16期生募集が、10月のＡＯ入試・指定校特別
推薦入試を皮切りにスタートしました。ＡＯ入試オープン
キャンパス参加型（定員４名）・実験実習評価型（定員７名）
は、学力成績以上に分野への強い関心と高い意欲・適性・学
力を多面的総合的に審査していくもので、合計31名の受験が
あり27名が合格しました。指定校特別推薦入試については、
本学の推薦基準をクリアした各校からの推薦者21名が合格
しました。　
　11月実施の一般公募制推薦入試A・B、地域特別枠では、出
願者が学部全体で428名（前年比124%）と増加しました。主な
要因としては、今年度から複数学科併願制度の無償化、臨床
検査学プログラムと3学科を併願可能にし、コンピュータバ
イオサイエンス学科で特別奨学生選抜入試としたことや、入
学定員厳格化による大規模大学での合格者絞込を考えた受
験生の安全志向による併願大学数増加の動きなどが考えら
れます。入学定員と入学手続率や秋模試の動向を鑑みて、学
科・プログラムによって合格最低点と実質倍率にばらつきが
出る結果となりました。
　さて、年明け1月5日から出願が始まる一般入試は、一般前
期Ａ・Ｂ、前期Ａ・Ｂプラスセンター1、一般中期、中期プラス
センター2、一般後期とセンター利用前期Ａ・Ｂ方式・中期で
計10方式での入試を行います。上位大規模大学での入学定
員厳格化の合格者絞込の動きがあるとはいえ、模擬試験で

は、「文高理低」による志望動向の影響で文系人気が高くな
り、全国のバイオ農学分野の減少が見られ、本学の一般入
試・センター利用入試志望者も、学部全体で減少傾向となっ
ています。入学手続率の低下も予想されますので3学科とも
前年並みの合格者を出す必要があります。また、臨床検査学
プログラムは、同資格の養成校が京都で新設されており、募
集定員の少ないアニマルバイオサイエンス学科も今後の入
学手続の状況や入試方式によって実質倍率・難易度が変動
する可能性があるので注意が必要です。
　本学のメイン入試である一般前期と中期を特別奨学生選
抜入試としますので、複数学科併願制度の無償化や一般入
試前期A（1/26）とB（2/4）方式の同時出願、また一般入試と
センター利用の同時出願による減免制度を併用して積極的
に出願・受験してください。
　一般入試はインターネット出願に完全移行しています
ので、手元に願書がなく、出願期間が迫っていてもインター
ネットで簡単に出願でき、しかも検定料は自動計算されコン
ビニエンスストアで24時間、日曜祝日でも支払いが可能で
す。さらに、インターネット出願による検定料割引を利用で
きます。ほかに出願書類として調査書・写真等は準備してお
く必要がありますので、詳しくは本学ホームページで必ずご
確認ください。

入試・募集伝言板

特別奨学生選抜入試の対象方式を拡大！
複数学科併願制度の無償化、一般前期Ａで浜松会場を新設

2018 年度
入試の動向

入試情報はLINE@でも
発信しています。

臨床検査学プログラムの入試方式は本学ＨＰ、一般入試要項でご確認ください。

特別奨学生
選抜入試 入試方式 出願期間 試験日 合格発表日

◎ 一般入試前期A・前期Aプラスセンター 1
(高得点2教科型/理科重視型) 1/5 ～ 1/19 1月26日（金）

2月11日（日）
◎ 一般入試前期B・前期Bプラスセンター 1

(高得点2教科型/理科重視型) 1/5 ～ 1/30 2月4日（日）

○ 一般入試中期・中期プラスセンター 2
(高得点2教科型/理科重視型) 1/29 ～ 2/13 2月17日（土） 2月26日（月）

◎ センター利用前期A 1/5 ～ 1/12 センター試験日
1月13日（土）
1月14日（日）
本学独自の
試験なし

2月11日（日）
○ センター利用前期B 1/5 ～ 1/30

○ センター利用中期 1/29 ～ 2/13 2月26日（月）

一般入試後期 2/12 ～ 3/7 3月11日（日） 3月17日（土）

【合格者成績上位10％以上（臨床検査学プログラムは成績上位２名）での
入学者は２年間授業料が半額】◎は今年度から導入

2018年度
一般入学試験特別奨学生選抜入試
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巻頭特集　「長浜バイオ大学発」という、社会と地域への貢献

谷口 隆一さん
（いぶきファーム 代表）

「長浜バイオ大学発」という、
社会と地域への貢献

巻頭特集

開学 15年目を迎えた、長浜バイオ大学。この間のバイオ研究の成果を
“カタチ”にして、地域や社会に貢献している姿をレポートしました。

共同開発したビワマスの餌の給餌試験を行う河内研究室の大学院生

「The BioGlue」が滋賀テックグランプリで受賞 科学誌に掲載された長谷川先生のバイオセンサーに関する論文

梅酒に使用する青梅の摘み取りを行う梅酒プロジェクトの学生

　

バ
イ
オ
は
、
生
物
学
は
も
ち
ろ
ん
、

医
学
や
薬
学
、
農
学
、
工
学
、
物
理
学

な
ど
が
学
際
的
に
融
合
し
た
学
問
領
域

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
日
常
生
活

に
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
「
バ
イ
オ
の
総
合
大
学
」
で
あ
り
、

長
浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
核
を
担
う
大
学
と
し
て
、
長
浜

バ
イ
オ
大
学
は
地
域
社
会
か
ら
の
支
援

と
期
待
に
応
え
る
研
究
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
と
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
総
合
的
に
学
び
研

究
す
る
本
学
の
研
究
力
と
設
備
は
、
地

元
企
業
を
は
じ
め
と
し
て
多
様
な
産
官

学
の
連
携
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
研
究
は
、
世
界

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る
研
究
成
果

も
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
研
究
成
果
を
応
用
し
、
製

品
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
に
結

実
し
、
地
域
と
社
会
に
貢
献
し
て
い
る

姿
を
紹
介
し
ま
す
。

　

伊
吹
山
麓
は
日
本
蕎
麦
発
祥
の
地
と
言
わ

れ
、
独
特
の
辛
味
の
伊
吹
大
根
は
、
蕎
麦
の

薬
味
と
し
て
古
く
か
ら
こ
の
地
域
の
特
産
品

で
し
た
。
こ
の
伊
吹
大
根
も
、
一
時
期
栽
培

が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
近
に
な

り
種
を
復
活
さ
せ
、
再
度
栽
培
す
る
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
父
の
代
に
伊
吹
大
根
の
原
種
の
種
を

も
ら
い
、
生
ま
れ
故
郷
の
伊
吹
山
麓
で
栽

培
を
継
承
す
る
た
め
、
過
酷
な
土
地
で
す

が
毎
年
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。
2
0
1
7

年
は
8
月
初
旬
か
ら
9
月
末
ま
で
に
伊
吹

大
根
の
種
を
播
種
し
、
伊
吹
山
の
中
腹
で
約

4
0
0
0
㎡
の
伊
吹
大
根
畑
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
伊
吹
大
根

の
遺
伝
子
を
解
析
し
、
よ
り
原
型
に
近
い
伊

吹
大
根
の
復
活
を
目
ざ
す
研
究
を
始
め
た
と

聞
い
て
、
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ
と
喜
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
、
お
互
い
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
の
研
究
成
果
を
地
域
と

社
会
に
還
元

伝
承
野
菜
の
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

地
域
産
業
の
振
興
に
貢
献
す
る

　

個
性
豊
か
な
伝
承
野
菜
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
滋
賀
県
の
湖
北
地
域
。
旧
湖
北
町
の
尾
上
集
落
で
の

み
栽
培
さ
れ
て
い
る
ア
ブ
ラ
ナ
科
の「
尾
上
菜
」は
、
形

態
が
不
揃
い
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
般
販
売
に
は

向
か
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
構
築
し
た
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
完
全
閉
鎖
型
植
物
工
場
と
、
本
学
の
研
究
技
術
と

研
究
設
備
を
活
用
し
、
系
統
解
析
と
生
理
活
性
評
価
に

よ
る
、
尾
上
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
用
い
た
全
ゲ
ノ
ム
解
析
、

食
味
試
験
や
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
な
ど
に
よ
り
、
尾

上
菜
の
優
良
系
統
株
を
確
立
し
、
そ
の
効
率
的
な
育

種
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
植
物
工
場

産
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
含
ま
れ
る
生
理
活
性
化
合
物
を

同
定
し
、
動
物
実
験
で
検
証
す
る
「
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト

に
含
ま
れ
る
生
理
活
性
の
評
価
に
よ
る
食
品
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」、
神
経
成
長
を
亢
進
さ
せ
る
カ
ル
ノ
シ
ン
酸

を
多
く
含
む
セ
ー
ジ
の
栽
培
法
を
確
立
す
る
「
カ
ル
ノ

シ
ン
酸
含
有
セ
ー
ジ
の
栽
培
法
確
立
に
よ
る
医
薬
品
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
植
物
工
場
シ
ス
テ
ム
と
先
端

バ
イ
オ
技
術
を
基
盤
と
し
た
新
た
な
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
研
究
と
し

て
、
文
部
科
学
省
の「
平
成
29
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」に
採
択
さ

れ
ま
し
た（
詳
細
は
８
頁
参
照
）。

　

ま
た
、
日
本
最
古
の
農
書「
農
業
全
書
」で
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
一
時
期
そ
の
生
産
が

途
絶
え
て
し
ま
っ
た「
伊
吹
大
根
」も
、
原
種
に
近
い
と
さ
れ
る
種
子
を
地
元
農
家
か
ら

譲
り
受
け
、
種
子
の
遺
伝
子
解
析
を
行
い
、
優
良
系
統
株
を
育
て
る
試
み
も
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
の
伝
承
野
菜
に
バ
イ
オ
の
光
を
当
て
る
こ

と
で
、
地
域
の
産
業
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

プランター栽培の土作り

伊吹大根 植物工場

文
部
科
学
省
「
平
成
29
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
採
択
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巻頭特集　「長浜バイオ大学発」という、社会と地域への貢献

園田 睦雄さん
（㈱岡村本家 杜氏）

川瀬 利弥さん
（㈱びわ鮎センター代表取締役）

　

酵
母
を
使
っ
た
研
究
を
し
て
い
る
向
先
生

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
実
際
に
大

学
の
研
究
室
に
行
く
機
会
な
ど
、
普
通
は
な

い
と
思
う
の
で
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
酒
造
り
に
関
わ
っ
て
20
年
、
杜
氏
に

な
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
が
、
酵
母
を
人
の

暮
ら
し
に
ど
う
役
立
て
て
い
く
の
か
を
、
蔵

の
中
か
ら
長
年
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
糸

口
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、向
先
生
で
あ
り
、

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
す
。
向
先
生
の
研
究
室

の
大
西
康
平
さ
ん
が
、
梅
の
実
か
ら
採
取
し

た
酵
母
を
使
っ
て
の
今
回
の
酒
造
り
は
、
そ

の
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
西
さ
ん
に
は
、
何
度
も
酒
蔵
に
来
て
く

れ
て
酵
母
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
が
、
乳

酸
菌
や
発
酵
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
後
は
酒
造

り
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
広
い
視
点
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

天
然
の
ビ
ワ
マ
ス
は
ア
ユ
が
主
食
で
す
。

〝
琵
琶
湖
の
ト
ロ
〞
と
よ
ば
れ
る
由
縁
も
、

天
然
の
ア
ユ
を
食
べ
て
大
き
く
な
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
私
は
長
年
ア
ユ
の
養
殖
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
が
、
市
場
価
値
の
な
い
規
格
外

の
ア
ユ
を
ビ
ワ
マ
ス
の
餌
に
し
て
、
天
然
に

近
い
肉
質
を
出
せ
な
い
か
と
河
内
先
生
に
相

談
し
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
の
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
、
病
め
る

状
態
に
あ
る
現
在
、
獲
る
だ
け
で
な
く
育
て

る
漁
業
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。
河
内

先
生
の
分
析
の
結
果
、
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
の
脂
の

乗
り
を
よ
く
す
る
餌
は
、
ア
ユ
よ
り
も
醤
油

油
や
ビ
ー
ル
粕
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
き
ち
ん
と
設
備
の
整
っ
た
大
学

で
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。

食
品
残
渣
を
原
料
と
す
る
餌
を
与
え
る
こ
と

に
よ
り
、
飼
料
代
も
従
来
の
１
／
３
程
度
に

な
り
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
大
学
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
を
と
て
も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

梅
の
実
か
ら
酵
母
菌
を
単
離
し

新
ブ
ラ
ン
ド
の
清
酒
開
発
に
貢
献

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
餌
の
開
発
で

ビ
ワ
マ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

　

出
芽
酵
母
を
使
い
細
胞
レ
ベ
ル
の
老
化
や
寿
命
を
研
究
し
て
い

る
向
由
起
夫
先
生
の
研
究
室
は
、
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
研
究
と

し
て
、
安
政
元
年
創
業
の
滋
賀
県
豊
郷
町
の
酒
造
会
社
・
岡
村
本

家
と
共
同
で
、
梅
の
実
か
ら
単
離
し
た
酵
母
菌
を
利
用
し
て
新
た

な
清
酒
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

向
先
生
と
岡
村
本
家
と
は
「
応
用
微
生
物
学
」
受
講
学
生
の
酒

蔵
見
学
を
快
く
受
け
入
れ
て
も
ら
う
な
か
で
、
杜
氏
の
園
田
睦
雄

さ
ん
と
「
微
生
物
を
ヒ
ト
の
生
活
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
思
い

を
共
有
。
湖
北
の
食
品
産
業
に
貢
献
す
る

研
究
が
文
科
省
の
事
業
採
択
を
受
け
た
の

を
契
機
に
、
向
研
究
室
の
大
西
康
平
さ
ん

（
2
0
1
6
年
度
卒
）
が
酒
造
り
に
使
え
る

蔵
付
酵
母
の
採
取
を
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
木
樽
か
ら
ホ
ー
ロ
ー
製
の
樽
に
替
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
岡
村
本
家

の
蔵
内
で
は
蔵
付
酵
母
を
採
取
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
採
取
エ
リ
ア
を
酒
蔵
周
辺
に
広
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
花
や
木
の
実
か
ら
酵

母
を
採
取
し
、
エ
タ
ノ
ー
ル
耐
性
や
糖
耐
性
な
ど
を
指
標
と
し
て
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
そ
の
結
果
、
酒
造
り
に
適
し
て
い
た
の
が
梅
の
実
か
ら
単
離
し

た
「
11
│
F
」
と
い
う
菌
株
で
し
た
。
遺
伝
子
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の

菌
株
は
清
酒
酵
母
の
サ
ッ
カ
ロ
ミ
セ
ス
・
セ
レ
ビ
シ
エ
の
一
種
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
6
年
に
こ
の
酵
母
菌
を
使
っ
て
小
さ
な
樽
で
小
仕
込
み
し
た
と

こ
ろ
、
や
や
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
低
い
も
の
の
、
麹
の
自
然
な
甘
み
が
残

り
、
デ
ザ
ー
ト
ワ
イ
ン
感
覚
で
楽
し
め
る
清
酒
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
12
月
に
本
格
的
に
仕
込
み
、
学
生
た
ち
が
商
品
名
を
考
え
て
、

2
月
に
は
7
2
0
mℓ
瓶
限
定
1
0
0
0
本
を
出
荷
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

琵
琶
湖
の
固
有
種
で
、
抜
き
ん
で
た
味
の
よ
さ
か
ら
〝
琵

琶
湖
の
宝
石
〞
と
よ
ば
れ
る
ビ
ワ
マ
ス
。
と
り
わ
け
天
然

魚
の
刺
身
は
、
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
美

味
し
さ
で
す
が
、
年
々
水
揚
げ
量
が
減
少
し
漁
獲
期
間
が

制
限
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
で
も
な
か
な
か
口
に
で
き
な
い

貴
重
な
食
材
で
す
。
養
殖
技
術
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
天

然
の
味
に
は
及
ば
す
、
近
年
は
飼
料
の
魚
粉
や
魚
油
の
価

格
高
騰
で
、
養
殖
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
河
内
浩
行

研
究
室
は
、
天
然
由
来
で
安
価
に
入
手
で
き
る
材
料
を
使
い
、

脂
の
乗
り
を
よ
く
す
る
飼
料
を
開
発
し
ま
し
た
。
脂
肪
細
胞

の
増
加
を
促
すPPA

R  
を
活
性
化
さ
せ
る
因
子
の
探
索
の

た
め
草
類
や
野
菜
、果
物
、食
品
製
造
副
産
物
な
ど
を
網
羅

的
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
結

果
、
滋
賀
県
内
の
製
造
所
か
ら

廃
棄
さ
れ
る
醤
油
油
や
ビ
ー
ル

粕
、
さ
ら
に
は
天
然
の
ビ
ワ
マ

ス
が
食
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
廃
棄
さ
れ
て
い
た
規
格
外
で
商
品
価
値
の

な
い
小
ア
ユ
、
料
理
屋
で
廃
棄
さ
れ
る
ビ
ワ
マ
ス
の
頭
や
内
臓
と
い
っ
た
ア
ラ

な
ど
が
活
性
を
示
す
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

　

長
浜
市
の
（
株
）
び
わ
鮎
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
開
発
し
た
、
低
コ
ス
ト
で
循

環
型
社
会
に
貢
献
す
る
こ
の
飼
料
を
、
養
殖
池
で
ビ
ワ
マ
ス
に
与
え
る
給
餌
試

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
食
い
つ
き
が
よ
く
生
育
が
早
い
た
め
、
出
荷
に

要
す
る
期
間
を
約
2
ヵ
月
も
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
養
殖
業

者
や
市
場
関
係
者
に
よ
る
食
味
試
験
で
も
、
従
来
の
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
よ
り
脂
の

乗
り
が
よ
く
、
天
然
も
の
に
劣
ら
な
い
と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
本
学
発
の
こ

の
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
は
、
学
内
公
募
に
よ
り
「
ビ
ワ
ト
ロ
マ
ス
」
と
命
名
さ
れ
、

2
0
1
8
年
3
月
に
は
市
場
に
出
荷
し
、
本
格
的
な
ブ
ラ
ン
ド
化
に
乗
り
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

養殖業者、市場関係者に説明する河内先生

「鮎茶屋かわせ」で開催した食味試験

コンクールで選ばれた商品名と意匠デザイン

昨年の小仕込み

梅の実から単離した
酵母菌「11─Ｆ」

γ
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巻頭特集　「長浜バイオ大学発」という、社会と地域への貢献

佐藤 硬史さん
（佐藤酒造㈱代表取締役）

松居 繁隆さん
（長住建設㈱取締役会長）

　

佐
藤
酒
造
は
「
地
酒
を
通
し
て
郷
土

を
伝
え
る
」
こ
と
を
企
業
理
念
に
、
人

の
心
を
つ
な
ぎ
、
郷
土
の
文
化
と
な
る

地
酒
を
醸
し
た
い
と
い
う
思
い
で
地
酒

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
梅
酒
に

焦
点
を
あ
て
、
北
近
江
ら
し
い
地
酒
と

言
え
る
梅
酒
造
り
に
挑
戦
し
よ
う
と
考

え
、
学
生
の
み
な
さ
ん
や
先
生
方
と
、

梅
の
実
の
収
穫
か
ら
原
料
処
理
、
さ
ら

に
は
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
検
討
な
ど
、

商
品
化
に
向
け
た
会
議
を
何
度
も
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
浜
に
は
歴
史
、
規
模
と
も
に
日
本

一
の
長
浜
盆
梅
展
が
あ
り
、
梅
は
市
の
花

に
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
に
愛

さ
れ
て
い
る
梅
を
テ
ー
マ
に
、
北
近
江
の

魅
力
を
感
じ
ら
れ
、
最
高
の
味
わ
い
の

梅
酒
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

齊
藤
先
生
と
は
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に

着
任
さ
れ
る
前
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
、

長
浜
市
に
住
ん
で
ほ
し
い
と
ず
っ
と
懇

願
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ご
縁
も

あ
っ
て
、
先
生
か
ら
「
田
村
山
の
カ
ス

ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
保
護
し
た
い
」

と
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
路
の
補
修
や
清
掃
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
続
け
る
な
か
で
、地
元
の
小
・

中
・
高
校
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た

の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
環

境
保
全
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
ご
両

親
が
と
て
も
感
激
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
長
浜
バ
イ

オ
大
学
と
、
環
境
面
で
も
文
化
面
で
も

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
担
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

学
生
と
酒
造
会
社
の
コ
ラ
ボ
で

〝
盆
梅
の
ま
ち
〞の
梅
酒
を
共
同
開
発

高感度蛍光検出によるウイルス検出装置の開発

HEFL照明を使った植物工場システムから生れた“ツブリナ”

医療現場を革新する新型医療用接着材を開発

希
少
動
物
を
保
護
す
る
住
民
の
輪

田
村
山
生
き
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

長
浜
市
で
は
日
本
最
古
で
最
大
規
模
の「
盆
梅
展
」

が
開
催
さ
れ
、
毎
年
５
万
人
も
の
来
場
者
が
全
国
か

ら
訪
れ
ま
す
。
そ
ん
な
〝
盆
梅
の
ま
ち
〞
に
ふ
さ
わ

し
い
梅
酒
を
作
ろ
う
と
、
地
元
酒
造
会
社
の
佐
藤
酒

造
と
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
共
同
で
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
に
青
梅
を
摘
み
取
り
、
漬
け
込
ん
だ
梅
酒
を

1
カ
月
ご
と
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て
、
香
気
成
分
や

ア
ミ
ノ
酸
組
成
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
分
析
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、人
気
銘
柄
の
味
や
香
り
、

酸
味
な
ど
の
官
能
評
価
を
２
回
行
う
と
と
も
に
、
長

浜
の
盆
梅
展
に
つ
い
て
の
学
習
会
も
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
教
わ
っ
た
梅
の
花
の
魅
力
「
痩
老
蕾
希
（
そ

う
ろ
う
ら
い
き
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
商
品
名
と

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
瓶
サ
イ
ズ
の
決

定
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
梅
酒
は
１
月
14
日
に
開
催
す
る
「
地
の
酒

フ
ェ
ス
タ
」
で
、
１
０
０
本
限
定
で
お
披
露
目
さ
れ

る
予
定
で
す
。　

バ
イ
オ
分
析
技
術
開
発
が
専
門
の
長
谷
川
慎

先
生
の
研
究
室
で
は
、
バ
イ
オ
機
器
メ
ー
カ
ー

の
（
株
）
ラ
イ
フ
テ
ッ
ク
な
ど
と
共
同
で
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
役
立
つ
高
感
度

検
出
装
置
の
実
用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の

装
置
は
、
病
原
体
に
特
異
的
に
吸
着
す
る
抗
体

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
も
と
に
し
た
蛍
光
検
出

試
薬
を
使
い
、
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
し
て
高
感

度
に
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
す
る
も
の
で
す
。
わ
ず

か
５
μℓ
の
溶
液
、
ウ
イ
ル
ス
数
十
粒
子
か
ら
の

検
出
が
可
能
で
、
測
定
時
間
も
約
３
分
と
迅
速

に
行
え
る
こ
と
が
特
長
で
す
。

　

共
焦
点
顕
微
鏡
に
よ
く
似
た
光
学
系
を
利
用

し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
試
料
の
液
滴
を
連
続

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
２
０
１
４
年
に
特
許
を
取
得
し
、
最

初
に
開
発
し
た
高
感
度
タ
イ
プ
に
加
え
て
、
こ

の
数
年
で
よ
り
実
用
性
を
高
め
た
コ
ン
パ
ク
ト

タ
イ
プ
も
開
発
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
装
置
は
、

本
来
の
ウ
イ
ル
ス
検
出
の
用
途
の
ほ
か
、
医
薬

品
候
補
物
質
の
評
価
に
も
役
立
ち
、
国
立
大
学

研
究
室
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
導
入
事
例
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

　

蔡
研
究
室
は
、
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア
グ
リ
㈱

と
共
同
で
、H

EFL

照
明
を
用
い
た
植
物
工
場

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

H
EFL

照
明
は
光
変
換
効
率
が
非
常
に
高
く
、

こ
れ
を
植
物
工
場
で
使
用
し
溶
液
や
光
の
波
長

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
に
富
む
高
機
能
型
野
菜
の
栽
培
に
成
功

し
ま
し
た
。
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
塩
味
が
効
い
た

美
味
し
い
野
菜
で
す
が
、
土
壌
栽
培
に
は
適
し

て
お
ら
ず
水
耕
栽
培
方
法
も
確
立
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。H

EFL

植
物
工
場
で
ア
イ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
水
耕
栽
培
に
成
功
し
、
２
０
１
０
年
に
商

品
化
さ
れ
た
の
が
〝
ツ
ブ
リ
ナ
〞
で
す
。

　

さ
ら
に
、H

EFL

照
明
の
波
長
や
照
射
時
間

を
制
御
し
、
ビ
ニ
ト
ー
ル
の
含
有
量
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ビ
ニ
ト
ー
ル
は
糖
尿
病
や
う

つ
病
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
生
理
活
性
物
質

で
、
こ
れ
を
豊
富
に
含
ん
だ
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
を

粉
末
乾
燥
し
た
錠
剤
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
〝
グ

ラ
シ
ト
ー
ル
〞
と
い
う
商
品
名
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
年
で
は
手
術
の
縫
合
処
理
と
し
て
、
縫
合

糸
の
代
わ
り
に
医
療
用
接
着
剤
を
使
用
す
る
医

療
機
関
が
増
え
ま
し
た
。
傷
跡
が
目
立
ち
に
く

く
予
後
も
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ブ
タ
の

血
液
製
剤
か
ら
作
ら
れ
る
フ
ィ
ブ
リ
ン
系
の
接

着
剤
は
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
り
、
瞬
間
接
着
剤

と
同
じ
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系
の
も
の
は
そ

の
毒
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
ゲ
ノ
ム
生
物
学
を
専
門
と
す
る
小
倉

淳
先
生
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
海
草
に
付
着
し

な
が
ら
生
活
す
る
ヒ
メ
イ
カ
由
来
の
新
型
の
医

療
用
接
着
剤
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
ヒ
メ

イ
カ
が
分
泌
す
る
接
着
分
子
は
瞬
間
接
着
剤
と

同
等
の
接
着
力
が
あ
り
、
し
か
も
海
草
か
ら
簡

単
に
離
れ
る
た
め
剥
離
剤
も
分
泌
し
ま
す
。
生

物
由
来
の
た
め
無
毒
で
、
水
中
で
も
使
用
で
き

る
こ
の
画
期
的
な
接
着
剤
は「
バ
イ
オ
グ
ル
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
、
２
０
１
７
年
度
の
「
マ
リ
ン

テ
ッ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
の
大
日
本
印
刷
賞
の

受
賞
や
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
提
供
を
受
け
、

実
用
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
東
側
に
位
置
す
る
田
村
山
の

麓
の
水
路
で
、
齊
藤
修
先
生
が
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
卵
を
偶
然
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
田
村
山
周

辺
に
生
息
す
る
貴
重
な
動
植
物
を
保
護
す
る
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
滋
賀
県
版
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
で
３
番
目
に
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
希
少
種
で

す
が
、
２
０
０
９
年
に
繁
殖
水
路
の
崩
壊
と
水
枯

れ
で
お
よ
そ
５
０
０
０
匹
の
幼
生
が
死
滅
。
こ
の
出

来
事
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
自
治
会
や
教
育
・
医

療
・
事
業
関
係
者
、
行
政
関
係
者
に
広
く
よ
び
か
け
、

２
０
１
０
年
に
「
田
村
山
生
き
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
い
う
保
護
組
織
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
水
路
の
補

修
な
ど
の
水
枯
れ
対
策
、
保
護
池
の
造
成
、
ザ
リ
ガ

ニ
の
駆
除
、
学
習
会
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
経
て
、
２
０
１
３
年
度
に
は
第
1
回
と
な
る
「
し

が
生
物
多
様
性
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市販梅酒の官能調査

ツブリナ

グラシトール

開発したウイルス検出装置

水中カメラで保護池を観察

バイオグルーのイメージ図
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平
成
29（
2
0
1
7
）年
度「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
」
支
援
対
象
校
の
選
定
結
果
が
、
11
月
7
日
、
文
部
科

学
省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
申
請
し
て

い
た
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
植
物
工
場
シ
ス
テ
ム
と
先
端
バ
イ
オ
技

術
を
基
盤
と
し
た
新
た
な
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
事
業

が
、
地
域
の
経
済
・
社
会
、
雇
用
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る

研
究「
タ
イ
プ
Ａ
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
タ
イ
プ
Ａ
は
、

1
2
3
校
か
ら
申
請
が
あ
り
、
33
校
が
選
定（
採
択
率
26・8
％
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
本
学
が
構
築
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
完
全
閉

鎖
型
植
物
工
場
と
、
本
学
が
有
す
る
先
端
研
究
設
備
、
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
研
究
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
長
浜
地
域
の
伝
承

野
菜
で
あ
る「
尾
上
菜
」の
実
用
化
技
術
の
開
発
、
長
浜
で
生
産

さ
れ
て
い
る
脂
肪
代
謝
物
質
を
含
む「
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
」と
カ

ル
ノ
シ
ン
酸
を
含
有
す
る「
セ
ー
ジ
」の
高
機
能
化
技
術
の
開
発

を
行
い
、
新
た
な
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
長
浜
バ
イ
オ

大
学
か
ら
発
信
す
る
こ
と
で
、
新
事
業
展
開
や
地
域
の
産
業
振

興
に
貢
献
し
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
河
内
浩
行
研
究
室
が
、

（
株
）び
わ
鮎
セ
ン
タ
ー
（
川
瀬
利
弥
代
表
取
締
役
）と
共
同
で

開
発
し
た
餌
を
使
っ
て
養
殖
し
た
、
ビ
ワ
マ
ス
の
商
品
名
が

「
ビ
ワ
ト
ロ
マ
ス
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
名
と
と

も
に
意
匠
デ
ザ
イ
ン
も
決
定
し
、
養
殖
と
出
荷
を
行
う（
株
）び

わ
鮎
セ
ン
タ
ー
が
特
許
庁
に
商
標
登
録
の
申
請
を
済
ま
せ
ま
し

た
。
来
年
3
月
分
か
ら「
ビ
ワ
ト
ロ
マ
ス
マ
ス
」と
し
て
市
場
に

出
荷
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
餌
で
養
殖
し
た
ビ
ワ
マ
ス
の
商
品
名
と
意
匠
デ
ザ
イ
ン

を
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
学
生
と
教
職
員
を
対
象
に
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
名
に
45
件
、
意
匠
デ
ザ
イ
ン
に
は
25
件
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
和
田
修
一
准
教
授
（
ア
ニ
マ

ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）
の
商
品
名
と
、
小
竹
真
由
さ
ん

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
4
年
次
生
）
の
意
匠
デ

ザ
イ
ン
の
採
用
が
決
ま
り
、
10
月
6
日
に
表
彰
式
を
行
い
、
養

殖
ビ
ワ
マ
ス
1
匹
と
ク
オ
カ
ー
ド
1
万
円
分
が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

9
月
28
日
、
夏
期
休
暇
期
間
を
利
用
し
て
参
加
し
た
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
の
事
後
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
実
習
に
参
加
し
て「
働
く
」と

い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
実
習

前
に
立
て
た
目
標
が
ど
の
く
ら
い
達
成
で
き
た
か
、
今
後
の
進

路
や
大
学
生
活
の
目
標
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

羽
島
顆
粒
工
業
（
株
）
で
実
習
し
た
大
島
梨
瑚
さ
ん
（
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）
は
、「
品
質
管
理
と
い
う
と
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
た
す

ら
工
場
内
を
歩
く
仕
事
だ
っ
た
の
が
意
外
で
し
た
。
成
分
や
顆

粒
、
大
き
さ
な
ど
を
調
べ
て
、
規
格
外
の
場
合
は
そ
の
要
因
を

考
え
る
仕
事
で
す
が
、
商
品
に
よ
っ
て
結
果
も
違
う
た
め
飽
き

る
こ
と
な
く
5
日
間
を
終
え
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
愛

媛
県
庁
農
産
園
芸
課
で
実
習
し
た
中
岡
拓
海
さ
ん
（
同
3
年
次

生
）
は
、「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
と
実
地
研
修
の
両
方
が
で
き
、
充
実

し
た
実
習
に
な
り
ま
し
た
。
実
地
研
修
は
県
の
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
み
か
ん
研
究
所
で
行
い
ま
し
た
が
、
品
種
改
良
や
つ
ぎ
木

で
新
し
い
品
種
を
作
っ
た
り
、
糖
度
や
見
た
目
な
ど
、
県
が
こ

こ
ま
で
農
家
の
技
術
指
導
を
し
て
い
る
の
か
と
少
し
驚
き
で
し

た
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
と
提
携
を
結
ん
で
い
る
中
国
・
東
北
大
学
か
ら
、
３+

１
交
換
留
学
生
と
し
て
黄
卓
然
（H

uang Zhuoran

）
さ
ん

が
、
10
月
6
日
に
来
学
し
ま
し
た
。
黄
さ
ん
の
受
け
入
れ
期
間

は
２
０
１
８
年
9
月
末
日
ま
で
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
医
学
情
報
学
研
究
室
で
、
永
田
宏
先
生
の
指
導

で
卒
業
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
10
日
に
は
留
学
生
に
よ
る
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
13
人

の
留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
な
が
ら

の
歓
迎
会
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
日
本
語
で
出

身
地
や
趣
味
の
自
己
紹
介
、
4
年
次
生
と
大
学
院
生
は
中
国
語

で
大
学
で
の
研
究
内
容
も
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
黄

さ
ん
は
日
本
の
大
学
院
に
進
学
し
た
い
と
い
う
希
望
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

本
学
滞
在
中
は
国
際
交
流
ハ
ウ
ス
に
居
住
し
、
留
学
生
や
日

本
人
学
生
と
交
流
を
深
め
研
究
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
は
、
滋
賀
県
立
大
学
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
と「
研
究
交
流
会
2
0
1
7
」を
、
9
月

21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
交
流
会
は
、
両
大
学
の
大

学
院
生
の
研
究
促
進
を
目
的
に
、
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

今
回
会
場
と
な
っ
た
本
学
命
翔
館
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
は
、
大
学
院
生
や
教
職
員
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
村
肇
伸
准
教
授
（
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
）と
泉
津
弘
佑
助
教（
滋
賀
県
立
大
学
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科
）
に
よ
る
基
調
講
演
で
は
、
興
味
深
い
最
新
の

研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
後
半
の
大
学
院
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
12
演
題

の
研
究
内
容
の
発
表
が
行
な
わ
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
は
熱
い
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
大
学
院
に
よ
る
研
究
交
流
会
を
開
催
し
、
お
互
い

の
強
み
を
生
か
し
た
研
究
交
流
・
共
同
研
究
へ
と
展
開
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
海
外
英
語
研
修
」
履
修
者
14
人
が
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
学
で
の
短
期
留
学
を
終
え
、
11
月
15
日
に
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
短
期
留
学
は
、
8
月
26
日
か
ら
9
月
29
日
ま
で
の

5
週
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
留
学
を
初
め
て
体
験
す
る
学

生
が
ほ
と
ん
ど
で
、
留
学
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
す
一
方
、
語

学
力
不
足
や
文
化
の
違
い
で
、
現
地
や
他
国
の
学
生
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
か
不
安
を

抱
え
て
の
渡
航
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
と
の
交
流
は
、
楽
し
く
前
向
き
な
も
の
ば
か
り
で
、

渡
航
前
に
抱
え
て
い
た
不
安
は
瞬
く
間
に
払
拭
さ
れ
た
よ
う
で

し
た
。
数
日
経
つ
と
リ
ス
ニ
ン
グ
の
能
力
も
上
が
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
言
葉
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
のSinging 

Club

に
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
交
流
を
深
め
て
い
く
様

子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
留
学
で
は
語
学
を
学
ぶ
以
外
に
も
、
専
門
分
野
の
生

物
関
係
の
講
義
の
聴
講
や
バ
イ
オ
系
大
学
院
生
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
へ
も
参
加
、
専
門
分
野
へ
の
関
心
も
よ
り
一
層
深
ま
る
有

意
義
な
体
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

News Clip

世界と「グローバル」につながる最先端の研究で、伝承野菜や養殖ビワマスの研究・開発など「ローカ
ル」に貢献。本学の教育・研究が多彩に発展しています。

文
科
省
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」に
採
択

本
学
発
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
の

商
品
名
と
意
匠
が
決
定

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て

イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
に
24
人
参
加

中
国
・
東
北
大
学
か
ら

今
年
度
も
交
換
留
学
生
が
来
学

滋
賀
県
立
大
学
大
学
院
と

研
究
交
流
会
を
開
催

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
で
の

短
期
留
学
報
告
会

ステークホルダー

外部検証委員会

長浜バイオクラスター
長浜アカデミック
サポートチーム

滋賀バイオ推進機構

滋賀県、長浜市

地元産業界、農業界

①伝承野菜である尾上菜の
系統解析と生理活性の評価
による植物イノベーション

②アイスプラントに含ま
れる生理活性の評価によ
る食品イノベーション

③カルノシン酸高含有
セージの栽培法確立によ
る医薬品イノベーション

フレキシブル植物工場システムと先端バイオ技術を基盤とした
新たなグリーンイノベーションの発信

プロテオミクス、メタボロミクス、トランスクリプトーム、全ゲノム解析、動物試験、創薬、
バイオインフォマティクス、環境分析、分子育種、オミックス、分子軌道計算、低分子有
機化合物の構造、タンパク質の立体構造解析、食品化学、など

長浜バイオ大学のブランディング戦略

バイオサイエンス学部 バイオサイエンス研究科

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
化

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
化

和田先生（左）と小竹さん（右）

自己紹介する黄さん（左から2人目）
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地域と大学

長
浜
商
工
会
議
所
青
年
部
の

「
長
浜
の
み
り
ょ
く
発
見
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」に
協
力

　

長
浜
の
魅
力
あ
る
文
化
に
触
れ
て
郷
土
愛
を

育
も
う
と
、
長
浜
商
工
会
議
所
青
年
部
に
よ

る
「
長
浜
の
み
り
ょ
く
発
見
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」
に
、

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
齊
藤
修
先

生
と
研
究
室
の
学
生
が
協
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生

を
対
象
に
、
10
月
28
日
に
歴
史
と
食
文
化
、
環

境
の
学
習
会
を
行
い
、
11
月
19
日
に
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
齊
藤
研

究
室
に
よ
る
「
び
わ
こ
の
生
き
物
ツ
ア
ー
」
に
は

10
人
が
参
加
、
水
路
に
棲
む
生
き
物
の
観
察
か

ら
始
め
ま
し
た
。
水
中
カ
メ
ラ
を
使
い
水
路
で

生
き
物
観
察
の
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨

で
、
学
生
が
朝
捕
獲
し
た
3
種
類
の
エ
ビ
の
観
察

と
な
り
ま
し
た
。
実
験
池
で
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
観
察
の
後
、
実
験
室
で
2
人
1
組
と
な
り
、

琵
琶
湖
に
棲
む
5
種
類
の
魚
類
の
同
定
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。〝
湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
の
学
生

が
作
っ
た
ル
ビ
入
り
図
鑑
を
見
な
が
ら
、
魚
の
形

状
か
ら
種
類
を
推
察
し
ま
し
た
。
顕
微
鏡
で
カ

ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
、
ヤ
モ
リ
、

カ
ナ
ヘ
ビ
を
観
察
、
両
生
類
と
爬
虫
類
の
違
い
も

学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
自
分
だ
け
の
ミ
ニ
ア
ク
ア
リ
ュ
ー
ム
を

作
り
、記
念
品
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●日本学生支援機構奨学金について

【次年度の奨学金継続の可否】
　現在、奨学金の貸与を受けており来年度も貸与を希望す
る学生は、1月19日までに各人がスカラネット・パーソナル
を通じて「奨学金継続願」を提出する必要があります。「奨学
金継続願」を提出しなければ、来年度の奨学金の貸与は受け
られませんので注意してください。

■対象学生：学部：1年次生、2年次生、3年次生
大学院：博士前期課程M1、博士後期課程D1、D2
■「奨学金継続願」の提出手続き
例年12月に「奨学金継続願」提出手続の説明会を行います。
■注意事項
「奨学金継続願」では、家計基準および本年度終了時の学業
成績が審査され、貸与基準を超える所得がある場合や、著し
い成績不良、留年や卒業延期が決定した場合は、奨学生の
資格が停止あるいは廃止となります。

【奨学金の返還】
　2018年3月卒業・修了で貸与終了となる皆さんに対して
は、返還説明会を開き、卒業後の奨学金返還方法等について
説明をしています。改めて重要な点をお知らせします。

①卒業後に住所や勤務先が変わった場合は、必ず日本学生
支援機構へ届け出てください。スカラネット・パーソナルを
利用してインターネット上で届け出ることができます。
②通常の場合、返還開始（登録口座からの引き落とし）は
2018年10月29日から始まります（通常は毎月27日）。不注
意であっても引き落としが出来ない場合は、延滞者となり
ます。在学途中に貸与を辞退した方の失念による残額不足
のため、引き落としが不能になる事態が発生していますの
で注意してください。
③返還を延滞すると延滞金が発生します。延滞が3か月以
上に及ぶ場合、個人信用情報機関に個人情報が登録され、
クレジットカードの使用制限、住宅のローンが組めないな
ど重大な不利益を被ります。

④奨学金の返還が困難になることが予想される場合などに
は、「奨学金相談センター」（『返還のてびき』裏面の連絡先を
参照）に早めに相談し、減額返還制度や返還期限猶予制度
などの利用を検討してください。その他、一括返還、繰り上
げ返還などの諸手続きについても、「奨学金相談センター」
に相談してください。

●自転車損害賠償保険加入について

　自転車が加害者となる事故で、非常に高額な賠償を請求
されるケースが全国的に増えています。滋賀県では、自転
車が関係する交通事故の防止を図り安心して暮らすことの
できる地域社会の実現を目的として「滋賀県自転車の安全
で適正な利用の促進に関する条例」で自転車損害賠償保険
への加入を2016年10月より義務化しています。自転車を
利用されるバイオ大生は必ず自転車損害賠償保険にご加入
ください。
　自転車損害賠償保険の加入方法は、大きく分けて二つあ
ります。保険会社等で取り扱っている「自転車保険」へ新た
に加入すること、またすでに本人や保護者が加入している
各種保険（傷害保険や自動車保険、その他）に「個人賠償責
任特約」などの名称で付加されているものに加入すること
などがあります。現在加入されている保険の内容をご確認
いただき、自転車損害賠償保険にあたる契約をされていな
い場合は、上記の方法で、自転車損害賠償保険にご加入いた
だくようお願いいたします。

酒
さ
か
な
　
左
党
悦
ぶ
　
バ
イ
オ
力

（
ビ
ワ
ト
ロ
マ
ス
大
好
き
）

醸
造
の
　
コ
ー
ス
は
な
く
て
も
　
酒
三
種

（
バ
イ
オ
大
学
発
）

川
柳
は
　
な
ぜ
か
お
風
呂
で
　
思
いつ
く（広

報
担
当
）

バ
イ
オ
川
柳

卒業生同士や卒業生と現役学生
などが集まる機会があれば、ぜ
ひ「同窓会レポート」に投稿を
寄せてください。会合の規模や
参加人数などは問いません。
また、「バイオ川柳コーナー」に
も、応募願います。いずれも広
報 担 当（kouhou@nagahama-i-
bio.ac.jp）まで。

学　生　生　活　information 　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
、
J
R
田
村
駅
と

周
辺
整
備
の
基
本
計
画
策
定
が
、
長
浜
市
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
学
学
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
田
村
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
駅

が
単
な
る
駅
舎
機
能
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
人
が
集
ま
る
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
を
、
4

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
利
用
者
層
を
区
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
利

便
性
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
駅
周
辺
地
域
の
活
気
を
ど
う

や
っ
て
創
る
の
か
か
ら
考
え
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
「
脱
！
長
浜

駅
の
1
コ
前
」
を
テ
ー
マ
に
、
田
村
駅
の
知
名
度
を
高
め
る
た

め
の
方
策
を
考
え
、
田
村
山
や
さ
い
か
ち
浜
と
い
う
地
域
資
源

の
活
用
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
は
田
村
駅
周
辺
整
備
基
本
構

想
推
進
会
議
に
報
告
さ
れ
、
基
本
計
画
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
村
駅
周
辺
整
備
で

学
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

長浜警察署のご協力で、学内で実施した交通安全講習会
（9月 25、26日実施）
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Campus Life Topics
c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e

クラブ・サークルだより キャンパスライフトピックス
club & circle

留学生交流会で
バーベキュー

小学生の
ものづくり体験を指導

好評だった
シーグラスクラフト

週2回練習、部員大募集！

サークル名変更で活動の幅が広がる

魏 新さん
（大学院博士課程前期課程 2年）

　学生生活最後のバスツアーでブルーメの丘
に行き、みんなの状況や悩みを聞いて、改善す
る方法を共有しました。
　車中では、スパイを見つけ出すというスパイ
ゲームの司会をしました。スパイが誰か分から
ないので、自分かもしれないとみんなドキドキ
して、楽しくゲームをする様子が伝わって盛り上
がりました。
　にぎやかな街を離れ、足で歩いたことでブ
ルーメの丘の自然の雰囲気が感じられました。
散策するだけではなく、ソーセージ作り体験を
した後、それを食べたり、バーベキューをしたり、
豊かな経験をさせていただきました。いい思い
出をありがとうございました。

下澤 直欣さん
（バイオサイエンス学科 1年次生）

　今回のイベントでは、田中杏奈さん（バイオ
サイエンス学科1年次生）、馬場啓帆さん（コン
ピュータバイオサイエンス学科1年次生）ととも
に、初めて1年次生が前に出て小学生に作り方
を説明する進行役を担いました。
　3人が共通して感じたことは、子どもたちが楽
しそうにものづくりをしているのを見守ったり、
一緒に作ったりするのはとても楽しかったとい
うことです。ただ、今回は会場が教室ではなく
て室内運動場だったので、子どもたちにしっか
り声を届けるのは大変でした。また、時間を気
にしながら進め方に気を配るのもよい経験に
なりました。（町家プロジェクト）

西山 孝大さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　琵琶湖産シーグラスを用いたストラップや
フォトフレームなどを、来場した親子に手作り
体験してもらいました。
　シーグラスと言えば海のイメージがあり、湖
岸で採れるイメージがあまりありませんが、そ
こは琵琶湖研究部！　滋賀の魅力を発信しよう
と部員の熱い思いで、琵琶湖産シーグラスを使
用しました。イベントのために、半年以上琵琶
湖の湖岸清掃でシーグラスを集めてきました。
　今回、このような琵琶湖に捨てられていたガ
ラス片を再利用したイベントができ、多くのお
客さんの笑顔を見ることができたのが、これか
らのイベントへの活力になります！
（琵琶湖研究部）

軟式テニス部 　部長　村上 真生さん   （バイオサイエンス学科2年次生）

　私たち軟式テニス部は、毎週月曜日に長浜バイオ大学ドームで試合形式の練
習、土曜日は大学内テニスコートで基礎練習などを行い大会に向け日々練習し
ています。1年次生から3年次生まで、経験者、未経験者両方が一緒に明るく楽
しみながら練習しています。
　少人数の部活ですが学連主催のリーグ戦への出場を目指して頑張って練習
しています！　経験者も未経験者も大歓迎ですので、少しでも気になった方、
軟式テニスに興味のある方、ぜひ練習に参加してください！

女子アウトドアサークル　部長　小倉 安加さん   （バイオサイエンス学科3年次生）
　女子アウトドアサークルは、主に夏期休暇や春期休暇に、伊吹山にハイキン
グに行ったりいちご狩りに行ったりして、楽しく自然と触れ合いながら活動を
しています。現在は3年次生4人、2年次生6人、1年次生3人で活動しています。
　昨年までは女子スキースノーボードサークルとして、スノーボードをしたり
スキー場がオフシーズンの時期はキャンプに行ったりして活動していました
が、名前を変えてより活動の幅が広がりました。これからもいろいろなことに
挑戦していきたいと思っています。

バドミントン部

　琵琶湖研究部は、12月9日と10日の2日間、
町家キャンパスで「シーグラスクラフト」の
イベントを開催し、多くの市民のみなさん
がお子さんと一緒に工作を楽しみました。
　海岸や大きな湖の岸辺で見かけるガラス
片を、“シーグラス”と呼びます。空き瓶な
どのゴミのカケラで、波に揉まれて縁が丸
くなっているのが特徴です。琵琶湖研究部
は毎月湖岸の清掃活動を行っており、この
時に集めたシーグラスを使ってのイベント
です。参加者はシーグラスを選んで、スト
ラップやキーホルダー、雑貨などを手作り
で作っていました。
　このイベントには、アクセサリーを作り
ながら、琵琶湖の環境問題にも思いを馳せ
てほしいという琵琶湖研究部の思いが込め
られています。

　10/28, 29の両日、竜王町総合運動公園で
開催された「滋賀ものづくりフェア2017」で、
小学生のものづくり体験を町家プロジェク
トの学生が指導しました。このイベントは、
ものづくりの楽しさや素晴らしさを体験す
ることを目的に、滋賀県技能振興コーナー
が毎年主催しているものです。
　町家プロジェクトのテーマは、「不思議な
貯金箱」。小学校低学年の生徒と一緒に、厚
紙を切って立方体の貯金箱を作成します。
手前に透明フィルム、底面には千代紙を貼
ります。斜めに鏡を取り付けると、外から
覗いた時に貯金箱のお金は見えないけど、
千代紙の模様が映し出されるという趣向で、
80人余りの児童たちを指導し、とても喜ん
でいただきました。

　11月23日、本学留学生と日本人学生の交
流を目的とした「国際交流イベント」を、滋
賀農業公園ブルーメの丘で開催し、総勢24
人が参加しました。
　行きのバス内では留学生が企画したレク
リエーションで、学年・国籍の垣根を越え
て集まった学生たちが緊張をほぐしました。
ブルーメの丘ではそれぞれペアになりソー
セージ作りを体験、その後は自作のソーセ
ージを持ち込んでのBBQを行ないました。
国際交流イベント始まって以来初のBBQ
ということもあり、大盛り上がりのうちに
終了しました。
　今後も国際交流を目的としたイベントを
随時開催し、国際交流の輪をさらに広げて
いきたいと考えています。

星についての知識はなくても大歓迎
天文部 　部長　吉村 智大さん   （バイオサイエンス学科3年次生）

　天文部は、毎週2日間活動しています。晴天時には望遠鏡や双眼鏡で星を見
て、天候が悪い時には星に関する発表を行っています。長期休暇にはプラネタ
リウムを見に行ったり、合宿で天体観測を行なったりします。命洸祭では手作
りプラネタリウムを設置して、星の解説を行いました。老若男女を問わず、楽
しんでいただくことができました。
　星についての知識は必要ありませんので、少しでも興味を持った方は、ぜひ
部室に立ち寄ってみてください！

左から馬場さん、田中さん、下澤さん
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大学からのお知らせ

学生生活

10月21日、22日の2日間にわたって開催された第15回命洸祭。今
年のテーマは「Nexus ～地域とつながる学園祭～」です。台風接近
のため2日目の終了時間を繰り上げましたが、子ども連れのファ
ミリーなど、たくさんの方にご来場いただきました。

スライムの感触にドキドキ！ いい星揃ってます！天文部によるプラネタリウム
美味しいもの大集合で、目移りしちゃう
「バイオマルシェ」

愛情おにぎり（奈良研究室） 未来の研究者 !?  親子科学実験教室 「子ども縁日」は親子連れで大賑わい

ポーズ決まった！
「踊ってみた」の軽やかなダンス

ダブルダッチサークルの圧巻のステージ！ 本場の味？国際交流サークルの
「四川マーラータン」

町家プロジェクトのからあげ
（撮影／高木凜さん・バイオサイエンス学科1年次生） 今年も軽音楽部の熱唱

（撮影／田中優介さん・バイオサイエンス学科２年次生）

実行委員会の子ども縁日
（撮影／高木凜さん・バイオサイエンス学科1年次生）

命洸祭２０１７
第15回

教
員
の
人
事
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に
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E
研
究
員
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
医
学

部
ジ
ュ
ー
ル
ス
タ
イ
ン
眼
科
研
究
所
研
究
所
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
、

同
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
究
員
か
ら
、
京
都
大
学
物
質
│
細
胞
統
合
シ

ス
テ
ム
拠
点
教
務
補
佐
、同
研
究
支
援
員
を
経
て
本
学
へ

・
専
門
分
野
：
発
生
生
物
学
、神
経
科
学
、再
生
科
学

若
林
理
事
長
の
抱
負

法
人
の
新
し
い
理
事
・
評
議
員
を
選
出

　

10
月
31
日
、学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
の
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
、新
し
い
理
事
、監
事
と

評
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。任
期
は
、
い
ず
れ
も
2
0
1
7
年
12
月
19
日
か
ら
2
0
2
0
年
12
月
18
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、理
事
会
で
は
若
林
浩
文
理
事
長
を
再
任
し
ま
し
た
。

﹇
理　

事
﹈

 

奥
村 

忠
一
（
事
務
局
長
）

新
任 

河
合 　

靖
（
教
員
）

 

河
村 

能
夫
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

 

北
川 

貢
造
（
長
浜
市
教
育
長
）

 

蔡　

 

晃
植
（
学
長
）

 

齊
藤 　

修
（
教
員
）

 

田
中 

道
七
（
元
立
命
館
副
総
長
）

 

三
輪 

泰
司
（
地
域
計
画
建
築
研
究
所
会
長
）

 

若
林 

浩
文
（
理
事
長
）

﹇
監　

事
﹈

 

山
岸 

永
一
（
元
京
都
橘
学
園
理
事
長
）

 

川
崎 

和
彦
（
バ
イ
オ
コ
ー
ポ
監
査
役
）

﹇
評
議
員
﹈

 

井
口 

和
起
（
福
知
山
公
立
大
学
学
長
）

 

今
村 

俊
之
（
職
員
）

 

上
原 

啓
史
（
卒
業
生
）

 

大
塚 

敬
一
郎
（
長
浜
商
工
会
議
所
会
頭
）

 

大
塚 

義
之
（
長
浜
市
副
市
長
）

 

植
月 

太
一
（
教
員
）

 

奥
村 

忠
一
（
事
務
局
長
）

 

加
藤 

英
範
（
弁
護
士
）

新
任 

河
合 　

靖
（
教
員
）

 

河
村 

能
夫
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

 

北
川 

貢
造
（
長
浜
市
教
育
長
）

 

蔡　

 

晃
植
（
学
長
）

 

齊
藤 　

修
（
教
員
）

 

沢
田 

昌
宏
（
長
浜
商
店
街
連
盟
理
事
長
）

 

大
同 

一
誠
（
卒
業
生
）

 

田
中 

道
七
（
元
立
命
館
副
総
長
）

新
任 

松
井 

佳
茂
（
職
員
）

新
任 

宮
部 

紀
子
（
職
員
）

 

三
輪 

泰
司
（
地
域
計
画
建
築
研
究
所
会
長
）

新
任　

吉
田 　

桂
（
職
員
）

　
　
　

若
林 

浩
文
（
理
事
長
）

＊
以
上
、
五
十
音
順
・
敬
称
略

　

私
が
理
事
長
に
選
出
さ
れ
て
、
三
期
目
を
迎
え
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

推
進
の
要
と
な
る
学
長
と
一
体
と
な
り
、
学
校
法
人
の
運
営
に
あ
た
る
所
存
で

す
。
教
学
と
経
営
が
一
枚
岩
と
な
り
、
学
部
・
学
科
の
見
直
し
を
含
め
た
改
革

を
推
進
す
る
、
こ
れ
が
今
期
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の
重
点
課
題
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
事
業
採
択
を
受
け
た
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
を
は
じ
め
、地
域
と
の
協
力
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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澁
谷
仁
寿
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年
８
月
に
米
国
・
デ
ン
バ
ー
で

開
催
さ
れ
た
「
第
23
回
国
際
色
素
細
胞
学
会
」
で
、色
素
細
胞
（
メ

ラ
ノ
サ
イ
ト
）
と
血
管
構
造
の
関
連
を
テ
ー
マ
に
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
い
、
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
で
澁
谷
さ
ん
は
、
血
管
の
周
り
を
び
っ
し
り
と
色

素
細
胞
が
覆
う
眼
球
の
脈
絡
膜
に
着
目
、
そ
の
領
域
で
メ
ラ
ノ

サ
イ
ト
が
血
管
の
形
状
を
支
え
る
の
に
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
、
マ
ウ
ス
を
用
い
て
形
態
的
な
解
析
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
を
欠
損
さ
せ
た
マ

ウ
ス
の
眼
球
を
マ
イ
ク
ロ
Ｘ
線
C
T
装
置
で
３
次
元
的
に
観
察

し
た
と
こ
ろ
、
脈
絡
膜
の
血
管
の
構
造
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
色
素
細
胞
は
体
色
の
発
現
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
も
脈
絡
膜
の
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
に
注
目
し
た
研
究
者

は
少
な
く
、
澁
谷
さ
ん
は
前
回
大
会
か
ら
二
回
連
続
で
有
能
な
若

手
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
ト
ラ
ベ

ル
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
ま
し
た
。

前
回
の
発
表
の
反
省
点
を
ふ
ま

え
、「
形
態
学
的
な
研
究
な
の

で
、
正
常
な
マ
ウ
ス
と
メ
ラ
ノ

サ
イ
ト
を
欠
損
さ
せ
た
マ
ウ
ス

の
血
管
構
造
の
違
い
が
、
ひ
と

目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
好
評
で

し
た
」
と
澁
谷
さ
ん
は
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
会
場
は
パ
ウ
ビ
ル
で

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
3
回
目
を
迎
え
る

今
年
で
最
後
と
な
り
、
次
年
度
か
ら
は
、

ま
た
新
た
な
長
浜
の
魅
力
を
発
信
す
る
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
最

終
年
度
の
今
年
は
、
メ
イ
ン
会
場
を
大
手

門
通
り
商
店
街
か
ら
、
再
開
発
の
た
め
に

今
年
度
で
取
り
壊
さ
れ
る
「
パ
ウ
ビ
ル
ま

ち
家
横
町
」
に
移
し
、
開
催
日
も
1
日
だ

け
と
な
り
ま
す
が
、
学
生
た
ち
は
昨
年
に

負
け
な
い
取
り
組
み
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

学
生
が
開
発
し
た
梅
酒
と
日
本
酒

も
登
場

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
色
は
、
本
学
梅

酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
が
長
浜
市
の
佐

藤
酒
造
さ
ん
と
共
同
開
発
し
た
〝
盆
梅

の
ま
ち
〞
に
相
応
し
い
梅
酒
が
、
限
定

１
０
０
本
で
先
行
販
売
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

同
様
に
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
向
研

究
室
が
、
豊
郷
町
の
岡
村
本
家
と
共
同
開

発
し
た
日
本
酒
の
試
飲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も

行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
酒
は
梅
の
実
か

ら
単
離
し
た
酵
母
菌
を
使
っ
た
純
米
吟

醸
酒
で
、
2
月
に
発
売
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
地
の
酒
班
リ
ー
ダ
ー
の
山
本
永
花
さ

ん（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

は
、「
無
く
な
っ
て
し
ま
う
パ
ウ
ビ
ル
の

思
い
出
と
と
も
に
、
参
加
者
が
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

9
月
25
日
〜
27
日
ま
で
神
戸
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
味
と
匂
学
会
第
51
回
大
会
」
で
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前

　

環
び
わ
湖
・
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の
「
大
学
地
域
交

流
フ
ェ
ス
タ
」
が
11
月
25
日
甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
、
長
浜
バ
イ

オ
大
学
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
新
し
く
代
表
と
副
代
表
に
な
っ
た
鉢
嶺
聡
史

さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）
と
馬
渕
友
莉
奈

さ
ん
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）、
こ
れ

ま
で
の
代
表
と
副
代
表
の
町
田
樹
洋
さ
ん
と
柴
尾
明
鋭
さ
ん
（
と

も
に
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）
の
4
人
で
す
。

学生生活

学生たちの活躍

 

国
際
色
素
細
胞
学
会
で
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
受
賞

　

 　
　
　
　
　
　
澁
谷 

仁
寿
さ
ん

（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
3
年
）

大
学
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ
で
活
動
発
表

　
　
　
　
　
　

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
運
営
委
員
会

 iG
EM

世
界
大
会
、
今
年
は
銅
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

iG
E
M
 N

agaham
a

 

日
本
味
と
匂
学
会
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

　

 　
　
　
　
　
　
髙
橋 

紗
悠
里
さ
ん

（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
１
年
）

地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
+
脱
出
ゲ
ー
ム 

1／14

期
課
程
1
年
の
髙
橋
紗
悠
里

さ
ん
が
、
味
覚
部
門
の
優
秀

発
表
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
の
発
表
テ
ー
マ

は
、「
渋
味
物
質
タ
ン
ニ
ン

酸
に
よ
るT

PPV
1

活
性
化

に
関
す
る
研
究
」
で
す
。
味

覚
に
は
、
味
蕾
で
感
じ
る
5

基
本
味
と
感
覚
神
経
で
感
じ

る
渋
味
、
辛
味
が
あ
り
ま
す

が
、
渋
味
を
受
け
と
る
受
容

体
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
髙
橋
さ
ん
は
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
酸
を
使
い
、
カ
ル
シ
ウ
ム

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
法
に
よ
り
口
腔
内
の
感
覚
神
経
に
発
現
し
て
い

るT
PPV

1

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
髙
橋
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
5
月

に
開
催
さ
れ
た
日
本
生
化
学
会
近
畿
支
部
の
例
会
で
の
発
表
（
口

頭
、
ポ
ス
タ
ー
）
に
次
い
で
2
回
目
で
し
た
。「
今
回
は
味
覚
に

関
す
る
研
究
が
中
心
テ
ー
マ
の
学
会
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
で
も
失
敗
が
な

く
『
い
け
る
』
と
思
え
る
発
表
で
し
た
が
、
ま
さ
か
優
秀
賞
を
い

た
だ
け
る
程
だ
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
喜
ん
で
い

ま
す
。

　

発
表
で
は
、
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
で
の
科
学
実
験

や
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
メ

ニ
ュ
ー
と
、
参
加
者
の
感

想
の
特
徴
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
長
浜
市
の
協
力

で
市
内
全
小
中
学
生
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と
で

参
加
者
が
飛
躍
的
に
増
え

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

11
月
9
日
か
ら
11
日
ま

で
、
合
成
生
物
学
の
世
界

大
会
・iGEM

2017 Giant 
Jam
boree

が
米
国
・
ボ
ス

ト
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
鮒
寿
司
を
も
と
に
栄
養

食
を
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
参
加
し
たiGEM
 

N
agaham

a

は
、
銅
メ
ダ

ル
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
、
初
め
て
参
加
し
た

２
０
１
３
年
か
ら
5
年
連

続
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
大
会
に
参
加
し
た
の

は
、
鎌
田
恵
輔
さ
ん
、
後
藤
由
佳
さ
ん
（
と
も
に
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
2
年
次
生
）、
市
川
椋
太
さ
ん
（
同
1
年
次
生
）
の
3

人
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
〝CA

M
PFIRE

〞
に
参

加
し
、 

世
界
大
会
に
向
け
て
の
資
金
集
め
も
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
「
長
浜
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
主
催
す
る
〝
地
の

酒
フ
ェ
ス
タ
＋
脱
出
ゲ
ー
ム 

in 

長
浜
〞が
、
今
年
も
1
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

滋
賀
県
内
の
日
本
酒
の
蔵
元
と
、
地
元
湖
北
の
地
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
出
店

し
、
新
酒
を
は
じ
め
と
し
て
飲
み
比
べ
が
で
き
る
こ
の〝
地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
〞は
、
広

く
県
外
の
左
党
に
も
好
評
で
す
。
ま
た
、日
本
酒
に
馴
染
み
の
薄
い
若
い
世
代
に
も

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
今
年
も

〝
脱
出
ゲ
ー
ム
〞を
並
行
し
て
開
催
し
ま
す
。

滋賀県内蔵元の新酒や地ビール、ワインが集まる「地の酒フェ
スタ」と、大人も子どもも楽しめる「脱出ゲーム」を同時開催！

うまい！ 楽しい！ 長浜めぐり！

2018年1月14日（日）10：00～ 16：00（脱出ゲーム受付は15：00まで）
パウビル1階（長浜市元浜町13-31・曳山博物館向い）
●飲食券：当日券500円（100円券5枚綴）、1000円（100円券10枚綴）
●参加費：脱出ゲーム1組500円

主催：長浜バイオ大学　
協力：長浜商店街連盟　
協賛：大手門通り商店街振興組合

地の酒フェスタ
　＋ 脱出ゲーム in 長浜

私
個
人
は
滋
賀
の
お
酒
が
好
き
な
の
で

す
が
、
日
本
酒
が
好
き
な
人
も
、
飲
め

な
い
人
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

脱
出
ゲ
ー
ム
は
２
コ
ー
ス

　
「
地
図
に
示
さ
れ
た
謎
を
解
き
明
か

せ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
や
や
簡
単
な

Easy

と
、
ち
ょ
っ
と
手
強
いH

ard

の

2
コ
ー
ス
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
脱
出

ゲ
ー
ム
班
リ
ー
ダ
ー
の
吉
ヶ
﨑
聡
さ
ん

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2

年
次
生
）
は
、「
初
め
て
の
懸
垂
幕
作
り

か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
宣
伝
な
ど
、
最
後
の

フ
ェ
ス
タ
と
な
る
の
で
一
人
で
も
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
ぜ
ひ
パ
ウ
ビ
ル
に

来
て
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

問合せ：長浜バイオ大学支援センター
　　　　0749-64-8132（開催日前日まで）

前売券好評発売
中！
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ピックアップ授業

　

農
業
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
や
医
薬
品

の
開
発
な
ど
、
近
年
急
速
に
実
用
化
が
進
む

遺
伝
子
組
換
え
植
物
で
す
が
、
本
講
義
で
は

遺
伝
学
の
基
礎
と
い
う
べ
き
メ
ン
デ
ル
の
法

則
か
ら
、
植
物
の
分
子
遺
伝
学
的
な
解
析
方

法
ま
で
、
遺
伝
情
報
を
用
い
た
植
物
の
形
質

転
換
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

前
半
で
は
高
校
生
物
で
も
学
習
し
た
メ
ン

デ
ル
の
法
則
が
、ど
の
よ
う
な
実
験
で
、ど
の

よ
う
な
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
か
を

解
説
。
中
盤
で
は
糖
度
や
草
丈
と
い
っ
た
量

的
形
質
に
関
連
す
る
植
物
の
品
種
改
良
、
後

半
で
は
放
射
線
や
薬
剤
で
変
異
を
導
入
す
る

突
然
変
異
処
理
と
マ
ッ
プ
ベ
ー
ス
ク
ロ
ー
ニ

ン
グ
や
遺
伝
子
組
換
え
技
術
の
講
義
を
行
い

ま
す
。
研
究
の
現
場
は
も
ち
ろ
ん
、
一
生
活

者
と
し
て
、
遺
伝
子
組
換
え
植
物
の
安
全
性

に
つ
い
て
正
し
く
考
察
で
き
る
知
識
を
身
に

つ
け
ま
す
。

（
担
当
：
今
村 

綾
先
生
）

今
回
は
、
遺
伝
情
報
を
用
い
た
植
物
の
形
質
転
換
に
つ
い
て
学
ぶ
植
物
遺

伝
子
工
学
と
、
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
か
ら
生
命
現
象
を
理
解
す
る
構

造
生
物
学
を
紹
介
し
ま
す
。

　この講義は、農業の歴史やメンデル遺伝学、遺伝子組換
え技術による植物の形質転換や変異導入法の原理を学ぶこ
とで、遺伝子組換え植物について理解を深めることができ
ます。この講義を受講したことで、より一層植物遺伝につ
いて知りたいと思いました。
　講義では資料の説明から始まり、講義後には確認テスト
を行います。その後、解答・解説があり、自分が分からなかっ
たところをその場で確認することができます。

　私たちの生命は、さまざまな生体分子によって構成されてい
ます。例えば、ＤＮＡの二重らせん構造は有名ですが、その事
実は、Ｘ線結晶構造解析によって明らかになりました。このよ
うな解析法の原理、またアミノ酸やタンパク質の構造を立体的
に捉え、そこから何がわかるのかということを題材とするのが、
この構造生物学です。
　講義の内容は、生物学に加えて、構造を示す数式などが多く、
少し複雑ですが、重要なことは問題形式のレポートとして出題
され、先生がわかりやすく解説してくださいます。生体分子の
構造の原理を学ぶことができる良い機会だと思うので、ぜひ受
講することをおすすめします。

山根 享平さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

石原 志織さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

　

私
た
ち
生
き
も
の
の
体
は
、
タ
ン
パ
ク
質

を
中
心
と
し
た
生
体
分
子
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
分
子
と
は
つ
ま
り
数
万
の
原
子

の
集
合
体
で
あ
り
、
そ
れ
ら
原
子
の
塊
は
一

次
元
的
な
鎖
で
は
な
く
、
三
次
元
的
な
立
体

構
造
を
形
成
し
て
、
初
め
て
そ
の
機
能
を
発

揮
し
ま
す
。
立
体
構
造
を
読
み
解
く
こ
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
生
命
現
象
を
理
解
す
る
う
え
で
、

と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

本
講
義
で
は
、
前
半
に
タ
ン
パ
ク
質
の
立

体
構
造
を
実
験
的
に
求
め
る
「
X
線
結
晶
解

析
法
」「
核
磁
気
共
鳴
法
」「
電
子
顕
微
鏡
単

粒
子
解
析
法
」
の
三
つ
の
手
法
に
つ
い
て
そ

の
理
論
を
解
説
し
、
後
半
に
は
立
体
構
造
の

デ
ー
タ
か
ら
何
が
わ
か
る
の
か
と
い
う
問
題

意
識
を
主
眼
に
、
病
気
に
よ
る
変
異
の
解
析

や
創
薬
の
基
盤
と
な
る
情
報
に
応
用
す
る
力

を
養
い
ま
す
。

（
担
当
：
白
井 

剛
先
生
）

遺
伝
情
報
を
用
い
た

植
物
の
形
質
転
換
を
理
解
す
る

植
物
遺
伝
子
工
学

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
か
ら

生
命
現
象
を
理
解
す
る

構
造
生
物
学

―
―　

 

先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い
。

　

生
体
内
で
物
質
を
生
成
・
分
解
す
る
タ
ン
パ
ク

質
で
、食
品
や
医
薬
品
、洗
剤
な
ど
に
広
く
使
わ
れ

て
い
る
酵
素
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
目
が
、
酵
素
を
使
っ
て
環
境
汚
染
物

質
を
分
解
す
る
研
究
で
す
。
残
留
性
農
薬
や
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
な
ど
に
含
ま

れ
る
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
、
殺
鼠
剤
に
含
ま
れ

る
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
な
ど
、
難
分
解
性
の
有
害
物
質

を
分
解
で
き
る
酵
素
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

残
留
性
農
薬
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
日
本
で
は

厳
し
い
規
制
措
置
が
取
ら
れ
て
新
た
に
環
境
へ

排
出
さ
れ
る
量
は
か
な
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
中
南
米
で
は
フ
ル
オ
ロ
酢
酸

を
生
成
す
る
野
生
植
物
が
存
在
し
、
そ
れ
を
家
畜

が
食
べ
て
中
毒
を
起
こ
す
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
解
決
策
の
一
例
と
し
て
、
家
畜
の
腸
内

で
フ
ル
オ
ロ
酢
酸
を
分
解
す
る
微
生
物
の
研
究
が

あ
り
ま
す
が
、
遺
伝
子
組
換
え
微
生
物
を
使
用
す

る
た
め
、
家
畜
が
食
用
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

抵
抗
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
、
有
害
物
質
を
分
解

す
る
酵
素
の
開
発
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
医
薬
品
の
原
料
と
な
る
、

付
加
価
値
の
高
い
有
用
物
質
を
合
成
す
る
酵
素
の

開
発
で
す
。
具
体
的
に
は
、
肌
の
代
謝
を
促
す
医

薬
品
や
パ
ー
マ
の
薬
剤
な
ど
に
使
わ
れ
る
シ
ス
テ

イ
ン
と
よ
ば
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
を
合
成
す
る
酵
素
を

使
っ
て
、
シ
ス
テ
イ
ン
以
外
に
も
医
薬
品
の
原
料

に
な
り
う
る
ア
ミ
ノ
酸
を
合
成
で
き
る
か
と
い
う

点
に
着
目
し
て
検
証
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
20
種

類
程
度
の
候
補
物
質
を
発
見
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
詳
し
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
酵
素
の
研
究
は
、
化
学
実
験
は
も
ち

ろ
ん
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
並
行
し
て
行
っ
て
お
り
、
実
験
だ
け
で
は
解

明
で
き
な
い
酵
素
反
応
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
分
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
得
た
知
見
を
活
用
し
、
既
存
の
酵
素
の
能
力

を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
改
変
酵
素
の
デ
ザ

イ
ン
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―　

 

最
近
の
研
究
で
進
展
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　

ま
だ
ア
イ
デ
ア
の
段
階
で
す
が
、
酵
素
で
は
な

く
、
ア
ミ
ノ
酸
や
そ
れ
が
複
数
つ
な
が
っ
た
ペ
プ

チ
ド
を
材
料
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
水
銀
や
鉛
な
ど
有
害
な
重
金

属
を
よ
く
吸
着
す
る
よ
う
な
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
見

出
し
、
そ
れ
を
シ
ー
ト
状
に
し
て
有
害
金
属
の
除

去
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
。
酵
素
は

生
き
物
で
は
な
い
で
す
が
、
放
っ
て
お
く
と
そ
の

働
き
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
環
境
問
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
酵
素
を
実
用
化
す
る
に
は

大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
視
点
を
変
え
て

新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、
改
変
酵
素
の
デ
ザ
イ
ン
に
四
苦
八

苦
す
る
な
か
で
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど

の
特
殊
な
計
算
機
を
使
わ
な
く
て
も
、
誰
も
が
パ

ソ
コ
ン
で
酵
素
を
改
良
で
き
る
ソ
フ
ト
の
開
発
に

興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
改
変
酵
素
の

デ
ザ
イ
ン
が
期
待
通
り
に
い
か
な
い
の
は
、
タ
ン

パ
ク
質
の
よ
う
な
巨
大
分
子
を
扱
う
計
算
で
は
、

緻
密
な
計
算
を
行
な
う
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、

計
算
を
簡
略
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
原
因
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
計
算
を
簡
略
化

し
て
も
計
算
す
る
原
子
の
数
が
多
い
た
め
、
計
算

時
間
も
膨
大
で
、
結
果
が
出
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
実
験

や
計
算
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
多
少
の
誤
差
が

あ
っ
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
短
い
時
間
で
あ
る
程

度
正
確
に
答
え
を
予
測
す
る
ソ
フ
ト
を
開
発
で
き

れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
実
験
研
究
者
が
改
変
酵
素

の
デ
ザ
イ
ン
や
作
製
に
取
り
組
め
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―　

 

最
後
に
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

学
生
時
代
と
い
う
の
は
、
お
金
は
な
い
が
時
間

が
あ
る
と
い
う
時
期
な
の
で
、
皆
さ
ん
ア
ル
バ
イ

ト
に
精
を
出
し
て
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
を
考
え
る
人

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
使
い
道
を
有
効

に
し
て
ほ
し
い
気
が
し
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼

い
だ
お
金
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
代
や
ゲ
ー

ム
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
何
か
自
分
の
体
を
実
際

に
動
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
触
れ
合
う
機
会

に
使
っ
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
生
き
る
の
で

は
な
く
、
現
実
の
世
界
で
多
く
の
経
験
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
何
か

熱
中
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
の

学
生
時
代
は
、
今
も
続
け
て
い
る
テ
ニ
ス
に
熱
中

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
私
の

今
の
人
生
や
研
究
活
動
に
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
熱
中
す
る
も
の
が
私
の
研
究
内
容
と
一

致
し
、
私
と
一
緒
に
夢
中
に
な
っ
て
研
究
を
行
い
、

実
験
や
計
算
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
と
も
に
議

論
を
し
合
え
る
よ
う
な
、
仲
間
や
同
志
の
よ
う
な

存
在
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
多
く
研
究

室
に
来
て
く
れ
る
と
最
高
で
す
ね
。
酵
素
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
人
、

ぜ
ひ
一
緒
に
研
究
し
ま
し
ょ
う
！

今
回
は
、
酵
素
を
介
し
て
環
境
汚
染
物

質
の
分
解
や
有
用
物
質
の
生
成
を
め
ざ

す
、
中
村
卓
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね
ま

し
た
。

中
村 

卓
先
生　

●
分
子
生
物
化
学
研
究
室

プロフィール
学生の頃から、コン
ピュータ解析と実験の
両面から研究に取り組
み、現在は有害物質を
分解する改変酵素の開
発をめざす。京都大学
大学院工学研究科博士
課程修了。独立行政法
人理化学研究所、国立
環境研究所研究員、山
田科学振興財団長期派
遣援助研究員（チェコ・
マサリク大学）を経て本
学へ。大阪府出身。
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研究クローズアップ
Close-up

研究クローズアップ

魚
類
の
体
内
リ
ズ
ム
を
調
整
す
る
受
容
体
が

レ
チ
ノ
イ
ン
酸
と
結
合
す
る
こ
と
を
発
見

 

　

池
内 

俊
貴
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

酒
井 

琴
和
さ
ん
（
博
士
課
程
後
期
課
程
１
年
）

　

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
内
分
泌
攪
乱
物

質（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）を
研
究
す
る
池
内
俊
貴

先
生
は
、
環
境
分
子
応
答
学
研
究
室
の
酒
井

琴
和
さ
ん
と
の
共
同
研
究
で
、
体
内
リ
ズ
ム

の
調
整
に
関
与
す
る
核
内
受
容
体RO

R

に
つ

い
て
、哺
乳
類
で
は
失
わ
れ
、魚
類
で
は
さ
ら

に
倍
化
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
サ
ブ
タ
イ
プ
の

RO
R

の
リ
ガ
ン
ド 

が
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
で
あ

る
こ
と
を
、
メ
ダ
カ
を
使
っ
た
実
験
で
発
見

し
ま
し
た
。

　

RO
R

はPer

やCRY

と
い
っ
た
時
計
遺
伝

子
の
発
現
量
を
砂
時
計
に
似
た
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
体
内
リ
ズ

ム
を
調
整
す
る
働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、ヒ
ト
を
含
め
た
哺
乳
類
に
は
３
種
類
、メ

ダ
カ
な
ど
の
魚
類
に
は
5
種
類
のRO

R

が
存

在
し
て
い
ま
す
。
池
内
先
生
と
酒
井
さ
ん
は
、

進
化
の
過
程
で
魚
類
だ
け
が
獲
得
し
た
サ
ブ

タ
イ
プ
のRO
R

の
リ
ガ
ン
ド
が
、
睡
眠
ホ
ル

モ
ン
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
で
あ
る
と
仮
定
し
て
実

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
魚
類
特
有
のRO

R

は
メ
ラ
ト
ニ

ン
と
は
結
合
せ
ず
、
細
胞
分
裂
を
活
性
化
す

る
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
の
不
活
性
型
代
謝
物
と
結

合
す
る
こ
と
を
発
見
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
破

壊
さ
れ
た
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
の
情
報
を
、
と
り

わ
け
眼
に
多
く
集
ま
る
魚
類
特
有
のRO

R

が

受
け
取
り
、
時
計
遺
伝
子
の
発
現
量
を
調
整

し
て
体
内
リ
ズ
ム
を
維
持
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
論
文
は
、
日
本
動
物
学
会
が
発

行
す
る
『Zoological Letters

』（
２
０
１
７

年
８
月
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ウ
ス
受
精
卵
に
お
け
る
精
子
由
来
ゲ
ノ
ム
の

能
動
的
脱
メ
チ
ル
化
の
分
子
機
構
を
発
見

 

　

中
村 

肇
伸
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

遺
伝
子
変
異
に
よ
る
疾
患
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
介
し
て
解
明

 

土
方 

敦
司
先
生
・
白
井 

剛
先
生
・
塩
生 

真
史
先
生

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

完
全
に
分
化
し
た
細
胞
で
あ
る
精
子
と

卵
子
は
ひ
と
た
び
受
精
を
行
う
と
、
リ
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ（
初
期
化
）と
い
う
現
象
に
よ
り
、

体
の
す
べ
て
の
細
胞
に
な
り
う
る
全
能
性

を
獲
得
し
ま
す
。
そ
ん
な
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
中
村
肇
伸
先

生
は
、理
化
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
で
、マ

ウ
ス
受
精
卵
の
精
子
由
来
ク
ロ
マ
チ
ン
で
は
、

ヒ
ス
ト
ンH

3

の
17
番
目
の
ア
ル
ギ
ニ
ン
残

基
に
非
対
称
的
に
ジ
メ
チ
ル
化
修
飾
が
生
じ
、

こ
の
ヒ
ス
ト
ン
修
飾
をT

et3

と
い
う
酵
素
が

認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
子
由
来
ゲ
ノ
ム

の
能
動
的
な
脱
メ
チ
ル
化
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

受
精
直
後
の
受
精
卵
に
は
、
卵
子
由
来

ゲ
ノ
ム
と
精
子
由
来
ゲ
ノ
ム
が
別
々
の
核

（
前
核
）
内
に
存
在
し
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
状
態
が

不
均
等
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
村
先
生
は
、

２
０
１
１
年
に
ド
イ
ツ
の
グ
ル
ー
プ
と
の
共

同
研
究
で
、
受
精
卵
の
精
子
由
来
ゲ
ノ
ム
で

特
異
的
に
生
じ
る
能
動
的D

N
A

脱
メ
チ
ル

化
がT

et3

に
よ
り
誘
導
さ
れ
る
こ
と
を
発
見

し
、
２
０
１
２
年
に
は
母
性
タ
ン
パ
ク
質
で

あ
るPGC7

が
卵
子
由
来
ク
ロ
マ
チ
ン
に
存

在
す
る
ジ
メ
チ
ル
化
さ
れ
た
ヒ
ス
ト
ンH

3

の
９
番
目
の
リ
ジ
ン
残
基
を
認
識
す
る
こ
と

に
よ
り
、
卵
子
由
来
ゲ
ノ
ム
を
能
動
的D

N
A

脱
メ
チ
ル
化
か
ら
保
護
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
受
精
卵

の
精
子
由
来
ク
ロ
マ
チ
ン
に
特
異
的
な
ヒ
ス

ト
ン
修
飾
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
修

飾
がT

et3

に
よ
る
能
動
的D

N
A

脱
メ
チ
ル

化
の
開
始
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま

し
た
。
こ
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
文

は
２
０
１
７
年
10
月
号
の
米
科
学
誌
『Cell 

Reports

』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ノ
ム
の
脱
メ
チ
ル
化
を
含
む
受
精
後

の
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
機
構
が
明
ら
か
に
な

る
こ
と
で
、
今
後
はiPS

細
胞
の
質
の
向
上
や
、

発
生
能
の
高
い
受
精
卵
の
選
別
法
の
開
発
な

ど
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ヒ
ト
の
遺
伝
病
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列

が
た
っ
た
１
ヵ
所
変
化
す
る
だ
け
で
発
症
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ミ
ス
セ
ン
ス

変
異
と
い
い
、
遺
伝
情
報
が
タ
ン
パ
ク
質
に

翻
訳
さ
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
が
働
く
う
え
で
重

要
な
と
こ
ろ
に
変
異
が
入
る
と
、
う
ま
く
機

能
で
き
ず
に
病
気
に
至
る
の
で
す
。
で
は
、

そ
の
ミ
ス
セ
ン
ス
変
異
が
タ
ン
パ
ク
質
の
ど

こ
に
入
る
と
、
ど
ん
な
病
気
の
現
れ
方
を
す

る
の
か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
土
方
敦
司
先
生
、
塩
生
真
史
先
生
、

白
井
剛
先
生
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
タ
ン
パ

ク
質
の
立
体
構
造
に
着
目
し
、
ヒ
ト
の
遺
伝

病
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

遺
伝
病
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
現
れ

方
が
あ
り
、
一
つ
は
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ

遺
伝
子
の
ど
ち
ら
に
も
異
常
が
あ
る
と
現
れ

る
〝
潜
性
〞、
も
う
一
つ
が
片
方
の
親
か
ら
受

け
継
い
だ
遺
伝
子
に
異
常
が
あ
る
と
現
れ
る

〝
顕
性
〞で
す
。
顕
性
は
さ
ら
に
ド
ミ
ナ
ン
ト
・

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
、ハ
プ
ロ
不
全
、機
能
の
獲
得
の

三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
、
潜
性
と
合

わ
せ
る
と
病
気
の
現
れ
方
は
計
四
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
モ
デ
リ

ン
グ
で
変
異
が
入
っ
た
場
所
と
4
種
類
の
病

気
の
現
れ
方
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
者
の

相
関
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
論

文
は
『Scientifi c Reports

』（
２
０
１
７
年

８
月
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
し
て

遺
伝
子
変
異
が
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
に
も
た

ら
す
影
響
を
予
測
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
感
度
ウ
イ
ル
ス
検
出
装
置
を
開
発
し
、

臨
床
検
体
か
ら
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
に
成
功

 

　

長
谷
川 

慎
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

高
感
度
蛍
光
分
析
を
応
用
し
た
ウ
イ
ル
ス

検
出
装
置
を
開
発
し
た
長
谷
川
慎
先
生
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
を
用
い
て
患
者
の

便（
臨
床
検
体
）か
ら
直
接
的
に
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
検
出
に
成
功
し
、
そ
の
結
果
を
学
術
論
文

に
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
、
発
展
途
上
国
で
乳
幼

児
の
大
き
な
死
亡
原
因
で
あ
る
下
痢
症
を
引

き
起
こ
す
病
原
体
の
ひ
と
つ
で
す
。
長
谷
川

先
生
は
、
ア
フ
リ
カ
で
下
痢
症
の
疫
学
的
な

研
究
を
続
け
る
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所

の
支
援
を
受
け
て
、
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
近

郊
の
キ
ア
ン
ブ
地
区
で
採
取
さ
れ
た
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
患
者
の
便
サ
ン

プ
ル
１
８
０
検
体
あ
ま
り
を
開
発
装
置
で
測

定
、
従
来
法
よ
り
も
優
れ
た
成
績
で
ウ
イ
ル

ス
の
有
無
を
判
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

こ
の
装
置
は
、
病
原
体
に
特
異
的
に
吸
着

す
る
抗
体
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
も
と
に

し
た
蛍
光
試
薬
を
利
用
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
光

を
照
射
す
る
だ
け
で
微
量
の
溶
液
か
ら
ウ

イ
ル
ス
を
高
感
度
に
検
出
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
今
回
、
雑
菌
な
ど
の
夾
雑
物
が
多
量
に

含
ま
れ
る
臨
床
検
体
で
も
、
非
常
に
高
い
精

度
で
結
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
応
用
範
囲
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
こ
の
研
究
を
ま
と
め
た
論
文
は
、

米
国
光
学
会
の
学
術
専
門
誌
『Biom

edical 
O
ptics Express

』
の
２
０
１
７
年
８
巻
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

巻
頭
特
集
で
も
紹
介
し
た
、
長
谷
川
慎
先
生
開
発
の
ウ
イ
ル
ス
検
出
装
置
を
臨
床
検
体
で
活
用
し
た

研
究
成
果
な
ど
、
４
つ
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

左から池内先生、酒井さん

左から白井先生、土方先生、塩生先生
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essayessay
長
浜
北
高
校
と
来
学
型
連
携
講
座
を
実
施

　

9
月
21
日
に
（
新
校
）
長
浜
北
高
校
2
年
生
の

生
物
選
択
生
78
人
を
迎
え
、来
学
型
高
大
連
携
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、高
校
の「
Ｎ

│
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
宇
佐
美
昭
二
教
授
に

よ
る
体
験
実
験
と
中
村
卓
准
教
授
に
よ
る
模
擬

講
義
を
そ
れ
ぞ
れ
受
講
し
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
人
の
生
活
を
便
利

に
し
て
く
れ
る
ア
イ
デ
ア
は
、
植
物
や
昆
虫
な
ど

ほ
か
の
生
き
物
が
生
き
る
た
め
の
工
夫
を
ヒ
ン
ト

に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
」や「
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
抽
出
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
想
像
よ
り
も
簡
単
だ
っ
た
。
植

物
と
動
物
で
手
順
が
違
う
こ
と
も
知
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
生
命
科
学
の
一
端
に

触
れ
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
出
張
型
模
擬
講
義
が
始

ま
る
！

　

前
号
の「
め
い
こ
う
」で
も
お
知
ら
せ
し
た「
長

浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」
で
す
が
、
滋
賀
県
立

伊
吹
高
校
と
福
井
県
立
敦
賀
高
校
の
2
校
で
実

施
し
ま
し
た
。
伊
吹
高
校
で
は
、１・２
年
生
の
学

力
発
展
ク
ラ
ス
を
対
象
に
、「
生
物
か
ら
学
ぶ
も

の
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
敦
賀
高

校
で
は
2
年
生
を
対
象
に
、「
臨
床
検
査
技
師
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」と「
再
生
医
療
研
究
の
最
前
線
〜

医
療
の
未
来
を
切
り
拓
く
研
究
〜
」
の
２
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
高
校
で
も
受
講
し
た
生
徒
に
は
大
変

好
評
で
、「
生
物
の
体
の
構
造
の
工
夫
を
自
分
た
ち

の
生
活
に
も
生
か
す
、
ま
さ
に
生
物
か
ら
学
ん
で

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
」（
伊
吹
高
校
）、「
臨
床
検

査
技
師
の
仕
事
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

（
敦
賀
高
校
）、「
ク
ロ
ー
ン
は
ど
の
様
に
作
る
の
か

や
i
P
S
細
胞
の
す
ご
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

（
同
）な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」
を

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
高
大
連
携
事
業
の
ご
案
内
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」
で
の
2
0
1
7
年

度
の
理
科
実
験
講
座

　

本
学
で
は
、
2
0
1
5
年
度
よ
り
長
浜
市
と

協
同
で
、
長
浜
市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
し
た
理
科
実
験
講
座
を
、
命
翔
館「
長

浜
学
び
の
実
験
室
」
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
7
年
度
は
前
年
度（
の
べ
８
校
）を
大

幅
に
上
回
る
、
の
べ
27
校
の
小
中
学
校
と
の
間
で

講
座
を
実
施
、約
1
3
0
0
人
の
児
童・生
徒
が
本

講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

ど
の
講
座
で
も
「
楽
し
か
っ
た
」「
よ
く
わ
か
っ

た
」「
も
っ
と
受
け
た
い
」と
い
う
意
見
が
多
く
、実

験
体
験
を
通
し
て
理

科
の
学
習
を
理
解

さ
せ
る
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
来

年
度
も
本
講
座
を
ま

す
ま
す
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
「
出
張
型
模
擬
講
義
」
を
実
施
。
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
講
義
は
、高
校
生
に
と
っ
て
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

高
大
連
携
＆
地
域
連
携
通
信

教員リレーエッセー

高宮 脩先生
（バイオサイエンス学科臨床検査学プログラム）

癒しのガーデニング 

庭はもう一つのリビング、春から秋は趣の異なった二

つのガーデンが我が家の生活空間となる。テラスは

ダイニングになり、朝食を取りながらガーデニングの話題

に花が咲きます。

文部省の長期在外研究員（1992 ～ 93年）としてロンド

ン北部にあるClinical Research Centreに留学した

時にイギリス各地のガーデンを巡り、その素晴らしさに魅

せられてしまいました。帰国する前から造園計画を企て、

夫婦で庭造りを始めました。薔薇や花木の種類と配置を

考え、ガーデンのデザインを何度も検討して、帰国後、植え

込み作業を行いました。ガーデンアーチやガゼボウなどは

妻がデザインして、私がDIYを担当する庭造りを楽しんで

います。

フロントガーデンでは五月の下旬から溢れんばかり

に白い可憐な小さな花をつけたエゴノキの下にホ

スターや宿根草が小さな花を咲かせます。玄関へのアプ

ローチを隔てたスペースにはコテジローズやラベンダー

ドリム、垣根に絡んだ新雪が花芽を付け始めます。手作り

の玄関アーチには左右からシンデレラとナエマがつたい

６月にはピンクの花を咲かせます。風が吹くと、薔薇たち

に絡んだ小さなクレマチスの花が揺れるのも風情があり

ます。玄関ポーチのバンギングバスケットは冬に配色を考

え、春が来たらお気に入りの苗を購入して植込んでいきま

す。バックガーデンで三脚に吊るして作業しますが、１週

間ほどして苗がしっかりしたところで一つのバンギング

バスケットを２人かかりで担いで玄関ポーチに取り付け

たアームフックにかけます。この作業はひっぱり上げる者

と下から支える者が協力しないと出来ません。

バックガーデンでは青々とした芝生の絨毯

を取り囲むように薔薇たちが花芽を付け

始め、７月の上旬まで鉢栽培を含め約80種類の薔

薇たちが心を癒してくれます。現代薔薇は強くて

大きく華やかな色彩の花を咲かせますが、手のか

かるイングリッシュローズを育てるのが楽しみ

です。薔薇たちの奥には白いアジサイ、間にはジ

キタリスやデルフィニュウム、ホタルブクロなど

を植えると穏やかな感じがします。薔薇の手入れ

は厄介ですが、西洋芝は比

較的涼しい信州でも夏場の

管理は大変で、３回も種を

蒔き直しました。毎日、水や

りをして青々とした芝生は

周りの薔薇たちを引き立て

ます。家の外壁にはポール

ズヒマラヤンムスク、ロー

ブッリタ、デプリアフルー

ルジョズなどのツル薔薇が

這い、２階に届くまで成長したフェリスバイトは娑羅双樹

に薄ピンク～橙色の小さな花のドレスを纏います。初夏に

は娑羅が白い清楚な花を咲かせます。

秋は四季咲きの薔薇が少し咲きますが、寂しくなりま

す。晩秋から冬は薔薇や立ち木の伸びきった枝の剪

定や楽しませてくれた薔薇たちに感謝しながら肥料を入

れる作業が忙しくなります。薔薇の肥料は馬糞が良く、乗

馬を趣味としているお隣の奥さんの厩舎まで貰いに行き、

コンポストで1～ 2年間熟成させたものを使います。枯れ

枝や枯れ葉の整理、来春に向けて消毒も重要な作業です。

冬は暖かい部屋からガーデンを眺めながら、来春に向

けての庭造りを考えるのも楽しい時間です。真っ白

な雪で覆われたガーデンも趣きがあります。

バックガーデンの片隅に造った１坪半ばかりの小屋

は作業部屋兼着替えばかりでなく、ガーデニングの

休息の場所となります。半地下になった床下は不要なガー

デン用の小物を収納することができます。スチール製の物

置を10年ほど前に撤去して、設計図を描き、1/100のミニ

チユアの小屋を何度も作り直し、雪が融けた春に作業に

取り掛かりました。土を掘り、基礎工事をして外壁を立ち

上げ、蜂蜜色のタイルを貼り（左官は難しいです）、窓には

妻の趣味のステンドグラスを入れ、屋根を葺き、煙突を積

み上げる時になって、１人作業では無理のあることが判り、

男子学生達に手伝いを頼み、約１カ月をかけてやっと完

成しました。そこは男にとっての癒しの空間でもあります。

25年前にイギリスで出会ったガーデンは私たちの人生の

一部になりました。

実
施
内
容

【
小
学
校
】

・
単
元
「
メ
ダ
カ
の
た
ん
じ
ょ
う
」
よ
り
「
様
々
な

生
物
の
発
生
の
観
察
」

・
単
元
「
植
物
の
発
芽
と
成
長
」
よ
り
「
種
子
に
含

ま
れ
る
デ
ン
プ
ン
の
検
出
と
観
察
」

・
単
元
「
植
物
と
水
」
よ
り
「
植
物
の
吸
水
の
観
察

と
葉
の
気
孔
の
観
察
」（
小
学
校
担
任
を
チ
ー
フ

と
し
た
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
実
施
）

・
単
元
「
生
物
ど
う
し
の
つ
な
が
り
」
と
単
元
「
自

由
研
究
│
広
げ
よ
う
科
学
の
世
界
を
│
」よ
り「
学

校
の
土
に
い
る
植
物
・
動
物
・
鉱
物
の
観
察
」

・
単
元
「
メ
ダ
カ
の
た
ん
じ
ょ
う
│
魚
が
食
べ
る
も
の
」

よ
り
「
魚
の
解
剖
と
食
べ
た
物
の
観
察
」

　
※
び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
補
充
学
習
を
兼
ね

て
い
ま
す

・
単
元
「
水
溶
液
の
性
質
」
よ
り
「
酸
性
・
ア
ル
カ

リ
性
の
様
々
な
調
べ
か
た
」
な
ど

・
単
元
「
秋
の
生
き
物
」
よ
り
「
紅
葉
・
黄
葉
の
観
察
」

と
「
秋
の
植
物
を
探
そ
う
」（
小
学
校
担
任
を
チ
ー

フ
と
し
た
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
実
施
）

※
森
林
環
境
学
習
「
や
ま
の
こ
」
の
補
充
学
習
を
兼
ね
て
い
ま
す

・
単
元
「
も
の
の
溶
け
方
」
よ
り
「
溶
け
る
・
混
ざ

る
」、「
再
結
晶
」

【
中
学
校
】（
理
科
教
諭
を
チ
ー
フ
と
し
た
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
で
の
実
施
を
含
み
ま
す
）

・
琵
琶
湖
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察

・
口
腔
上
皮
細
胞
の
観
察

・
赤
タ
マ
ネ
ギ
細
胞
の
原
形
質
分
離
の
観
察

・
タ
マ
ネ
ギ
根
の
細
胞
分
裂
の
観
察

・
ア
カ
ム
シ
唾
腺
染
色
体
の
観
察

・
単
元
「
動
物
の
生
活
と
生
物
の
進
化
」
よ
り
「
生

物
の
解
剖
と
つ
く
り
の
比
較
」

・
単
元
「
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
」
よ
り
「
D
N
A

の
抽
出
と
観
察
」
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